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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  ２回生以上 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期   2025・前期 曜時限  水5 

授業形態  演習（外国語）（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
1年間の学習を終えた学生が，実際にフランス語を使って自ら発信することを目的とした中級フラ
ンス語の授業である．「辞書さえあればそれなりに読める」状態から，「辞書を使えば言いたいこ
ともそれなりに言える」「耳で聞いてもそれなりに理解できる」ことを体感することを目指す．
具体的には，個人またはグループでフランス語による発表をしてもらうことになる．ひとまず「発
表を行う」としているが，PowerPointを使った単なるプレゼンにとどまるものではなく，履修者の
意欲に応じてフランス語を使って映像作品を作成する，芝居をするといったアイデアも歓迎する．
会話練習ではないが，フランス語で資料を読み，原稿を書き，口頭で発表することを通して発音に
慣れていくという点で，総合的に学習する．

 [到達目標]
・語，文の発音が向上する．
・「見て理解する」「覚えることが学習だ」と考えている状態から，能動的にメッセージを発する
発想が身につく．
・音声を使ったインプットやアウトプットが学習に必要であることが理解できる．
・一定サイズのまとまりのある内容をフランス語で発信することができる．

 [授業計画と内容]
以下は予定とする授業計画であり，具体的な授業内容は実際の履修者の人数やレベル，ニーズに合
わせて変動する可能性がある．基本的には，授業内は自分たちの作品準備の過程で生じた問題を解
決し，発音・聴解面のトレーニングをする場であり，主たる作業は各々が協力して授業以外の場で
行うことが求められる．

1．授業の狙いを理解するためのイントロ活動
2．グループ分け，テーマ決め，作業手順の決定
3．グループ作業(資料集めとその理解1)および発音トレーニング
4．グループ作業(資料集めとその理解2)および発音トレーニング
5．グループ作業(作品アウトライン1)および発音トレーニング
6．グループ作業(作品アウトライン2)および発音トレーニング
7．中間報告会
8．グループ作業(音声・映像・原稿等の準備1)および聴解トレーニング
9．グループ作業(音声・映像・原稿等の準備2)および聴解トレーニング
10．グループ作業(音声・映像・原稿等の準備3)および聴解トレーニング
11．プレゼン直前準備：原稿完成
12．プレゼン直前準備：他グループの内容理解
13．作品発表1
14．作品発表2
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 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
平常点で評価する．授業参加50% (発表準備の進捗状況，授業内活動の取り組み，グループに対す
る貢献度)，最終作品50%(グループに共通の評価)．

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業は問題解決の場であり，実際に作業を進める場は個人でありグループでの活動だと理解してく
ださい．中間発表や授業最後の発表会で出せるものがないということにならないように，協力して
計画的に作業を進めるようにしてください．

 [その他（オフィスアワー等）]
初級の学習者であっても実践は十分に可能です．勉強したからには少しはできるようになりたい，
フランス語を使って何かやってみたいという意欲のある学生を歓迎します．
口頭での表現が目的であるため，必然的に人前でフランス語を話す(発音する)ということが求めら
れます．そのため，「発音よりも難しい文章が読みこなせるようになりたい」「基礎文法の復習が
したい」「できるだけ受動的に座っているだけの授業が好みだ」といった動機を持つ学生には内容
が合わない可能性があります．履修当初より音声面が得意であることはまったく必要とはしておら
ず，発表のためにトレーニングすることを目的とするわけですが，そのためのトレーニングを厭う
かどうかという点で，自分に履修可能な内容かどうか目的意識と照らした上で判断してください．

 [主要授業科目（学部・学科名）]


